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第　55　 号

発　 行　所

青森県東津軽郡

蓬 田 村公民 館

印　 刷　所

蟹 田 印 刷 所

住 民 登 録 人 口

42. 5 ｡31 現 在

世 帯 数　　 ９ ６ １

総 人 口　5,1  9  8

男　　2,5  8  0

女　2,6  1 8

出　 生　　　　 １ １

死　 亡　　　　　 ３

転　 入　　　　 １ ７

転　 出　　　　 ４ ８

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

蓬
田
村
長

坂
　

本
　

大
　

博

こ
の
た
び
、
不
肖

な
が
ら
父
祖
三

代

に
わ
た
る
村
の
恩
義
に
報
ゆ
る
の

節
操

を
も
っ
て
．
三
度
村
長
立
侯
補

致
し
ま
し
た

処
、
親
愛
な
る
村

民
皆

様

の
ご
理
解

と
ご
支
持

、
ご
信
頼
を

賜

り
、
こ
こ
に
蓬
田
村
長

と
し
て
そ

ｅ

重
責

を
負
う
光
栄
に
浴
し
、
衷
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ

る
次
第
で

ご
ざ

叭
ま
す
．

も

と
よ
り
自

か
ら
を
正
し
．
公
約

の
実
行
に
努
め
、

わ
が
郷

土
蓬
田
村

発
展
の
た
め
、
全
精

魂
を
傾
注
す
る

覚
悟
で
あ

り
ま
す

。

こ
こ
に
、
謹

ん
で
村
民
皆
様

の
ご

多
幸
を
折
り
ヽ

併

せ
て
左
記

重
点
施
一

策
の
実
現
を

お
約
束
い
た
し
ま
し
て

真

に
力
づ
よ
い
村
政
確
立
の
た
め
、

各
位

の
絶
大

な
る
ご
協
力

を
お
願
い

申

し
上
げ
、
就
任

の
ご
あ

い
さ
つ

と

い
た
し
ま
す
。

重

点

施

策

一
、
明

る
く
健
全
な
村
づ
く
り

１
、
気
軽
に
話
し
合
い
、
村
政
に

よ
く
民
意
を
反
映

さ
せ
る
。

２

、
血
税
の
尊
重
行
使
と
健
全
財

政
の
確
立

二
、
産
業
開
発
と
経
済
の
高
度
成

長

１
、
村
総
合
計
画
と
組
織
力
の
統

合
発
揮

２
、
漁
協

の
強
化

と
養
殖
事
業
の

推
進

３

．

有

機

的

な
畜

産

の
積

極
纜

励
・

４

、

労

働

力

の

調

整

と

就
職

及

び

出

稼

者

の
生

活

安

定

と
所

得

の

成

長

三

、

教

育

の

振
興

と
充

実

ｉ

、

父

母

の
要

望

に

即

し

た

義

務

教

育

２

、

特

に

蓬

小

通

学
児

童

の
便

宜

と

安

全

３

、

青

年
活

動

の

助

成

と

育
成

４

．

母

、

妻

の

座

確

立

と
婦

人
活

動

の
活

発

化

５

、

幼

児

教

育

の

振

興

（
特

に
小

一
　
　
　

学

校

跡

地

の
活

用

及

び

児

童

舘

設

置

に

係

る
北

部
保

育

所

増

設

検
討

）

一
四

、

健

民

対

策

と

民
生

の

安
定

１

、

国

保

の

適

正

施

策

と
運

営

２

、

消
防

行

政

の

充

実

安

定

一般会計　7,3 21万7 千円

特別会計　4,5 9 8万1千円

昭
和
四
十
二
年
度

予

算

き

ま

る

村
議
会
定
例
会
は
二
月
二
十
四
日
開
催
さ
れ
次
の

嘖
案
が
上
程
さ
れ
た
。

一
、
昭
和
四
十
二
年
度
蓬
田
村
一
般
会
計
予
算

一
、
昭
和
四
十
二
年
度
蓬
田
村
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算

一

般

会

計

予

算

才
入
才
出
の
総
額

は
七
、
一
三

二

万
七
千
円
で
前
年
度
に
く
ら

べ
て

一
〇
三
万
四
千
円
増
で
あ
る

。

款 本年度
予算額

前年
度

予算額
比較増△減

１村　　　　 税

２地 方 交 付 税

３分担金負担金

４使用料手数料

５国 庫 支 出 金

６県 支 出 金

７財 産 収 入

10繰　 越　 金

ｎ諸　 収　 人

12村　　　　 債

14,699

46,000

1,370

718

4,157

1,737

10

3,500

326

700

13,248

40,000

1,487

730

2,075

4,201

10

8,668

・264

900

1,451

6,000

△　　117

△　　12

1,'482

△　2,464

0

△　5,168

62

△　　200

才 入 合 計 73,217 72,183 1,034

(才　入) (単位　千円)

（

才
　

出

）

（
単
位
　

千
円
）

款
本年度

予算額

前年度

予算額
比較増△減

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内訳

特　　定　　 財　　 源
一般財源

国県支出金 地方債 その他

１議　会　費

２総　 務　費

３民　生　 費

４衛　生　費

５労　働　費

６農林水産費

７商　工　費

８土　 木　費

９消　防　費

10教　育　費

12公　價　費

14予　備　費

4,872

21,845

8,603

4,118

171

7,052

291

4,129

2,447

15,331

3,514

844

3,380

22,854

8,203

1,534

183

13,070

317

3,257

2,524

13,148

3,131

582

1,492

△　1,009

400

2,584

△　　　12

△　6,018

△　　　26

872

△　　　77

2,183

383

262

926

2,980

221

55

392

938

382

375

1,461

129

343

29

4,872

20,544

4,162

3,897

n6

6.524

291

3,786

2,447

14,364

3,132

844

才 出 合 計 73,217 72,183 1,034 5,894 2,344 64,979

特
　
別
　
会
　
計

（
国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
）

才

人
、
才
出
の
総
額

は
二
、

九
七
八
万

二
千
円
で
前
年
度
に
く
ら
べ

て

六
二
〇
万
二
千
円
増

で
あ
る
。

(才　入) (単 位　千円)

款
本 年 度
予 算 額

前
年 度
予 算 額

比較増△減

１国民健康保険税

４使用料、手数料

５国 庫 支 出 金

６県　支　出　金

９繰　　 入　　 金

10繰　　 越　　 金

11諸　 収　 入

11,245

10

15,410

108

3,000

1

8

6,066

10

13,696

0

3,500

300

8

5,179

0

1,714

108

△　　500

△　　299

0

才　 入　合　計 29,782 23,580 6,202

( 才　出) (単 位　千円)゛

款

本 年 度

予 算 額

前 年 度

予 算 額
比較増△滅

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特　　 定　　 財　　 源

一般財源

国県支出金 地方債 その他

１総　務　費

２保険給付費

３保険施設費

５公　債　費

６諸 支 出 金

７予　備　費

2,024

26,109

1,611

1

3

34

1,837

20,262

1,446

1

3

31

187

5,847

165

0

0

3

1,186

14,091

241

838

12,018

1,370

1

3

34

才 出 合 計 29,782 23,580 6,202 35,518 14,264

特
　
別
　
会
　
計

（
国
民
健
康
保
険
直
診
勘
定
）

直
診
勘
定

と
は
診
療
所
経
営
で

才
入
才
出

の
総
額
は

Ｉ
、
六
一

九
万

九
千
円

で
前
年
度
に

く
ら

べ
二
三
〇
万

一
千
円
の
増
で
あ
る
。

(才　入) (単位　千円)

款 本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額

比　 較

１診　 療　収　 入

３使用料、手数料

５県　支　出　金

７財　 産　収　入

９繰　　 越　　 金

10諸　　 収　　 入

14,093

5

400

1

1,500

200

12,692

5

0

1

1,000

200

1,401

0

400

0

500

0

才　 入　合　計 16,199 13,898 2,301

(才　出) (単位　千円)

款

本 年 度

予 算 額

前 年 度

予 算 額
比　　 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特　　 定　 財　　 源

一般財源
国県支出金 地方債 その他

1 総　務　費

2 医　業　 費

5 公　債　費

6 諸 支 出 金

７予　備　費

7,806

6,700

50

二1,500

143

7,608

4,090

50

2,000

150

198

2,610

0

△　　　500

△　　　7

400

7,806

6,300

50

1,500

143

才 出 合 計 16,199 13,898 2,301 400 15,799



森
　

初

男
　

大

六こ
Ｉ・
六生

議
　
　
長
　
　
　
・
　
　

農
　
　
業

阿
弥

陀
川
字

汐
千
三
五

坂
本

孫

九

郎
　

明
翌
・
一
・
四
生

総
務
財
政
委
員
長
　
・
　
農
　
　
業

長
科
字
浦
田
一
八

佐
井
幸
四
郎
　

大

子
日
・
迴
生

産
業
土
木
委
員
長
　

・
　

農
　
　

業

広

瀬
字

坂
元

六
三
二

久
慈

孝

三

郎
　

明
呂
・
六・
元
生

産
業

土
木

委

員
・
農
　

業

広
瀬
字
高
根
五
一

山

谷

武

夫
　

大

九・
甼

九
生

総

務

財
政

委

員
・
農
　

業

阿
弥
陀
川
字
汐
干
七
一
ノ

ー
四

山

口

与

八
　

明
鬯
・
六・
二・
生

厚

生

文

教

委

員
・
工
　

業

瀬
辺
地
字
田
浦
一
八

加

藤

喜

代

作
　

大
二
・
九
こ
一
生

総

務

財
政

委

員
・
農
　

業

郷
沢
字
浜
田
一
四
〇
ノ
六

山

舘

誠

弘
　

大
三
・
Ξ
・
Ξ
生

副

議

長
　
・
　
村
農
共
漉
聯
員

瀬
辺
地
字
田
浦
八

越

田

長

太

郎
　

大

一
・

九・一
三
生

厚
生
文
教
委
員
長
　
・
　
農
　
　
業

瀬
辺
地
字
山
田
五
一

武
井
已
之
吉
　

明
昌
・
乎

四
生

産

業

土

木

委

員
・
農
　

業

蓬
田
字
汐
越
四
四

坂

本

甚

吾
　
明
翌
こ
Ｉ・
星

厚
生

文

教
委

員
・
農
　

業

中
沢
字
浪
返
二
二

久

慈

倉

雄
　

明
里
・（
・
ズ
生

厚

生

文

教

委

員
・
農
　

業

広
瀬
宇
坂
本
六
五
八

森
　

繁

夫
　

大

七・
一・
二
生

産

業

土

木

委

員
・
農
　

業

阿
弥
陀
川
字
汐
千
一
六

藤

本

俊

正
　

大
六・
Ξ
・
芫
生

総

務

財

政
委

員
・
商
　

業

長
科
字
川
瀬
三
七
ノ
三

新
村
議
会
議
員
の

横
顔

去
る
四
月
二
十
八
日
の
統
一
地
方
選
挙
に
お
い
て
次
の
諸
氏
が
当
選
さ
れ
ま
し
た

蓬
田
村
議
会
臨
時
会
（
組
織
会
）

開
催
さ
れ
議
会
人
事
き
ま
る
！
！

議
　
長
　
　

森
　
　
　

初
　
男

副
議
長
　
　

山
　
舘
　
誠
　
弘

去

る
四
月

二
十
八
日
の
統
一
地
方

選
挙

に
お
い
て
選
出

さ
れ
た
蓬
田
村

讃
会
臨
時
会
（

組
織
会

）
は
五
月
七

口
、
蓬
田
村
会
議
室

に
お
い
て
開
催

’Ｃ
れ
佐
藤
議
会

事
務
局
長

の
司
会
で

臨
時

議
長
最

年
長
議
員
武
井
巳
之
吉

氏
を
紹

介
、
新
村

長
坂
本
大
博
氏
の

議
会
招
集
者
の
挨
拶

が
あ
っ
て
議
長

選
挙
（

無
記
名
単
記
投
票
）
の
結
果

痲
初
男

氏
に
き
ま

る
。

続
い
て
新
議

長
が
議
長
席
に
っ
き

銃
任

挨
拶
し
、
議
席
の
抽
籤
を
行
い

賺
席
指
定

を
し

た
の
ち
副
議
長
選
挙

（
無
記

名
単
記
投
票
）
の
結
果
山
舘

誠
弘
氏

に
き
ま
る
。

一
山
舘
誠
弘
氏
自
席
に
て
副
議
長
就

任

一挨
拶
後
一
担
休
憩
し
、
議
会
人
事
に

一つ

い
て
協
議
し
再
会
し
て
左
記
の
通

り
決
定

さ
れ
た
。

て

蓬
田
村
総
務
財
政
常
任
委
員

長

坂
　
本
　

孫
九
郎

二
、
蓬
田
村
厚
生
文
教
常
任
委
員

長

越
　

田
　

長
太
郎

三
、
蓬
田
村
産
業
土
本

常
任

委
員

長

佐
　
井
　

幸
四
郎

四
、
蓬
田
村
議
会
選
出

監
査
委
員

山
　

口
　

与
　

八

五
、
蟹
田
蓬
田
平
舘
地
区

環
境
衛
生

整
備
委
員
久
　

慈
　

孝
三
郎

藤
　

本
　

俊
　
正

六
、
青
森
市
蓬
田
村
組
合
立
定

時
制

高
校
議
員
武
　
井
　

巳
之
吉

久
　

慈
　
倉
　

雄

坂
　
本
　

甚
　
吾

七
、
蟹
田
地
区

農
業
改

良
協
議

会

委
員

山
　
谷
　

武
　

夫

八
、
蓬
田
村

農
業

委
員
（

委
員
任
期

迄
）
加
　

藤
　
喜
代
作

移
動
農
業
大
学
蓬
田
地
区

心

耕

会

発

足

な

る

か
ね
て
計
画
さ
れ
て

い
た
移
動
農

菜
大
学
卒
業
生
と
受
講
生

に
よ

る
会

が
発
足
す

る
事
に
な
り
ま
し

た
。

こ
の
会
は
移
動
農
業
大
学
で
学
習

し
μ

仲
間
が
、
自
主
的

に
活
動
集
団

を
作
り
上
げ
て
相

互
の
羂
携

を
強
め

農
業

技
術
、
農
業
経
営
、
農
家
生
活

り
あ
り

方
を
研
究
し
。
新
し
い
農
業

苔
意
織
の
高
揚

と
明
日
の
農
業

、
罸

柯
社
会

を
築
き
あ
げ
て
行
く

た
め
や

実
践
活
動
を
行
う
事
を
目
的

と
す

る

も
の
で
す
。

こ
の
会
の
名

称
は
「
心
耕
会
」

と

名
付

け
る
事
に
し
ま
し
た
。

心
耕
会

と
い
う
名
称
は
青
森
県
移

動
農

業
大

学
卒
業

生
に

よ
る
同

窓
的

な
会

に
竹

内
県
知
事

が
名
付
け
て
下

さ
っ

た
も
の
で
す
。

蓬
田
地
区

も
県
の
心
耕
会
と
主
旨
を

同
じ
く
す
る
関
係
上
そ
の
ま
ま
心
耕

一
会
と
陞
う
名
称
を
い
た
だ
く
事

に
Ｌ

ま
し

た
。

こ
の
会

の
活
動
及
び
事
業
は
会

咼

が
農
業
経
営
、
農
業
技
術

、
農
家
牛

活
に
つ
い
て
の
意
見
発

表
、
交
換
会

等
を
実

施
し
、
又

農
業

、
農
村
問
題
‐１

に
つ
い
て
相
互
の
意
見
交
換
を
す

る
‐‐
為
集
会
を
随
時
開
催

す
る
。

さ
ら
に
農
業
の
近
代

化
を
確
立
す

る
た
め
に
必
要
な
農
政
活
動
に
関
す

る
事
項
を
行
う
。

そ
の
他
。
研
修
会
及

び

レ
ク
リ
ェ

ー
シ
ョ
ン
等
私
行
う
こ

と
で
す
。

会
費
は
こ
れ
ら
の
事
業
に
応
じ
、

随
時
徴
収
す
る
事
に
し

て
い
ま
す
。

又

、
こ

の
会

の
特
徴

は
規
約

を
作

り
な
い
事
と
役
員

を
置

か
な
い
事
で

す
。

「

但
し

各
部

落
に
連
絡
葭
か
置
く
」

私
た
ち
は
学
ぶ
事
も
目
的
も
同
じ
く

す
る
仲
間
と
ｔ

て
、
あ
く

ま
で

も
話

し
合
い
の
中
に
問
題

解
決

に
当
り
、

一
致
団
結
し
て
、
活

動
又
は
事

業
か
・

推
進
す
る
事

に
し
て

い
１
す
。

規
則
に
し

ば
ら

れ
ず

、
来

る
問
題
も

す
べ
て
信
頼
す

る
仲
間
の
申
し
合

ゼ

の
中
に
、
又
広
く
青
年
達
の
話
し
命

い
の
中

に
解
決
し
て
こ
そ
青
年
ら
卜

い
青
年
団
体

と
言
え

る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
団
体

を
作

る
事
が
最
も
理
想

と
す

る
所

で
あ
り

伸
び
ゆ
く
青
年
団
体
の
、
否
す

べ
て

の
団
体
の
又
社
会
組
織

の
終
局
の
理

想

は

す

べ

か

ら
く

、

こ
う

あ

ら

ね

ば

な

ら

な

い

と

確
信

し

て

お

り
ま

す

。

’

私

達

は

こ

の
理

想

を
達

成

す

る
為

久
、

蓬

田

村
発

展

の
為

わ

ず
か

な

り

と

も

役

立

つ

よ

う

に

こ

こ

に
蓬

田
村

心

耕

会

を
発

足

さ

せ
、

ひ

た
す

ら

流

進

し

て

い

る

の
で

す

。

最

後

に

ま

だ
若

い
私

た
ち

の

事

ゆ

え
村

当

局

。
又

公

民

館

な
ら

び

に

村

廁
志

者
の

方

々
に

色

々
と

御

相

談

に

上

る
事

と
思

い
ま

す

。

そ

の

豚
は

よ
ろ

し

く

御

指
導

下

さ

る
事

を

お

願

い
致

し

ま

す
。

以
上

、

心

耕

会

発
足

の
主

旨
を

館

齟

を
借

り

て

の

べ

さ

ゼ
て

頂

き

ま

し
か

会
　

員
　
　
　

十
　

七
　

名

迚
　

絡
　

員

中
沢

長

科

地

区

若
　
　

佐
　
　

英
　
　

雄

・
阿
弥

陀

川

蓬

田

地
区

浜
　
　

田
　
　

正
　
　

夫

郷
沢

瀬

辺

地

地
区

越
　
　

田
　
　

由
　
　

一

広

瀬

高

根

地

区

ハ

ビ
號
　
　
　
轍
単
　
　
　

勝

゛

幣

下

心
「
ｙ

坂
／
。

…

…

。
（
舁
　
　

一
　
　

一

蓬
田
碁
楽
会
結
成

去

る
三
月
二
十
六
日
阿
弥
陀
川
正
法

院
に
お
い
て
村

内
囲
碁
同
好

の

士
、
相
集
い
蓬
ｍ

碁
楽
会

の
発
会
式

を
行

い
、
天
狗
同

士
が
鳥

鷺
を
戦

い
ま
し
た
。

今
後
健
全
娯
楽

と
し
て
、
叉
頭
脳
の

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
普
及
育

成
に

・
つ
と
め
る
予

定
で
あ

る
。

会　　　長　　　　川　　島　　勝　　男

副 会 長　　　 細　 谷　　　　 晃

【写真＝去る三月十五日蓬田中学校卒業弍当日の謝恩会
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蓬
田
中
学
校
で
実
施
し
て
い
る

自
転
車
の
乗
り
方
に
関
す
る

安
全
指
導
に
つ
い
て

蓬

田
中
学
校
で
は
過
般
自
転
車
の

安
全
教
室
を
開
設
し
て
昭

和
四
十
年

に
青
森
県
を
代
表
全
国
交
通
安

全
協

会
か
ら
表
彰

さ
れ
そ
の
指
導
方
法

或
一

は
実
践
活
動
に
つ
い
て

は
全
県

的
に
・

有
名
で
あ
り
他
か
ら
評
価
さ
れ
て

い

ま
す

。

そ

れ
で
は
次
に
そ
の
内
容
を
紹
介

し
今

後
も
「

般
家
庭
並

に
運
転
者
の

御
協

力
を
御
願
い
し
尚
一
層

事
故
防

ｔ

に
御
尽

力
ね
が
い

ま
す
。

一
、
蓬
田
中
学
校
の
テ

ー
マ

’
自
転

車
通
学

生
の
交

通
安

全
指
導

（
二
、
指
導
の
目
標

汀

。
生

徒
一
人
一
人

が
自
己
の
身
体

ノ
　
発
達

状
況

に
つ

い
て
理
解
し

。

自
己

の
生
命
及

び
他
人
の
生
命

。
を
尊
重
し
あ

う
意

識
を
高
め

る

２

、
お
互

い
の

生
命

を
尊
重
し
あ
う

こ
と

が
日
常
生
活
に
お
い
て
も

学
校
生
活

に
お
い
て
も
、
常

に

大
切
で
あ
り
、
意
識

を
も
っ
て

卒
先
的

な
実
践
活
動

を
す

る
態

度

及
び
習
慣

を
養
５
．

３

、
時
代

の
推
移
に
よ
り
日

に
日

に

交
通
量

が
増
加
す
る
こ
と
を
考

え
、
生
命
安
全
の
面
か
ら
こ
れ

に
対
処
し
て
い
く
心
構
え

を
善

う

と
共

に
、
安
全
な
生
活
を
創

・
　
　
造
し
て
行
こ
う

と
す

る
意
欲
的

な
実
践

的
態
匿
を
涵
養
す

る
。

４
、
通
学
時

に
お
け

る
自
転
車
の
安

全
運
転

の
技

術
並
び

に
安

全
歩

行

に
つ

い
て

の
自
主
的

な
考
え

や
実
践

力
を
培

い
交
通
法
規

に

対
す

る
知
的

な
理
解

を
深
め

る

と
共

に
実
践

す
る
態
度

を
養
う

三

、
組
　
　

織

自

転
車

の

利

用

に

っ

い
て

印
雨

の

日
や

雲

の

日

は

視
界

が

き

か

な

い
上

道

が

す

べ

り

や

す

い

の

で

特

別

に

気
を

つ
け

る

㈲

雨

の

日

や
雪

の

日

は

特

に

服

装

に

気

を

つ
け

る

㈲

夜

間

は

必

ず
「

灯
火

」
を

つ
け

る

３

、

車

体
点

検

の

必
要

を
し

ら

せ

る
一

出
自

分

の

身

体

に

あ

っ

た
自

転

車

を
‐‐‐‐

つ
か
５

㈲
車

体

の

検

査

を

定
期

的

に
行

う

特

一
　
に

ペ

ダ

ル
、

ブ

レ
ー

キ
、

ベ

ル

、

一
　
灯

火

に

つ

い

て

確

実

に
行

う

四

自

転

車

の

置

き
方

を

正
し

く
す

る

４

、

そ

の

他

剛

自
転

車

を

お
り

て

引

い

て

歩
く

時

の
注

意

㈲

道

路

上
で

自

転

車

の

乗

り

方

の

練

習

を

し
な

い

㈲

荷

物

は

必

ず

荷
台

へ

積

む

、
（

ン

ド

ル
に

か
け

た

り
、

手

に

持

っ

た

り

し

な

い

六

、

具

体

的

学
習

指

導

例

―
、

生

徒

の

理

解

能
力

に

訴
え

て

知

的

判

断

力

を
育

成

す

る
。

２

、

心

に
深

く
訴

え

て

実

践

し

な

け

れ

ば

い

け

な

い

意

欲

を
育

て

る

３

、

身

体

活

動

に

訴
え

て
行

動

化

す

る

能

力

を

育

て

る

。

七

、

実

践
項

目

―
、

学

校

長

の
構

話

２
、

蟹

田
警

察

署

長

の
構

話

３
、
交

通
安
全
指
導
員
に
よ

る
安

全
ヽ

運
転

の
実
技

指
導
　
　
　
　
　
　

・

４

、
毎
月
自
転
車
教
室
を
開
催

５
、
自
転
車
に
登
録
番
号
を
つ
け
る
・

６
、
筆
記
テ

ス
ト
、
実
技
テ

ス
ト
を

行

な
い
合
格

者
に
合
格

証
を
交
付

す
る

７
ヽ

道
路
交
通
法
に
違
反
し

て
自
転

車
を
運
転
し

た
時
は
、
安
全
委
員

か
ら
諷
喩
の
上
合
格
証
に
裏
書
き

す

る

８

、
雨
具
、
ラ
イ
ト
の
不
備

者
に
購

入
の
世
話
を
す
る

９

、
学
級
会
で
話
し
あ
う

1
0、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
部
落

懇
談
会
で
話
し

あ
う

1
1、
標
識
の
製
作
を
行
う

ｕ

、
廊
下
の

セ
ン

タ
ー

ラ
イ

ン
を
つ

く

る

擂
。
毎
月

広
報

を
発
行
す

る

1
4、
校
内
の

安
全

パ

レ
ー
ド
を
行
う

八
。
ま

と

め

今
年
（

昭
和
四

十
一
年
）
は
っ

い

に
史
上
最

高
の
交

通
事
故
を
記
録
し

ま
し

た
。

年
々
近
代

的
な
道
路
や
自
動
車
が
多

く
な
る
傾
向
に
あ
る
が
、

そ
れ
と
共

に
自
動
車
等
に
ょ
る
交

通
事
故
は
、

人

々
が
事
故
の
防
止

に
熱

心
に
な
っ

そ

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
激
増
し
て

い

る
現
状
で
す
。

本
蓬
田
中
学
校
で
は
昨
年
と
今
年
の

二
年
間
特

に
自
転
車
通
学
に
お
け

る

安
全
指
導
を
行
な
っ
て
き

ま
し

た
が

蟹
田
警
察
署
、
蟹
田
地
区

交
通
安
全

一
協

会
蓬
田
支

部
並
び
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の

協

力
が
あ
っ
て
只
今
の
所
、
無

事
故

’記
録
を
持

続
し
て

い
る
。

し

か
し

な
が
ら

い
つ

か
は
こ
の
記
録

’
が
破

ら
れ
る
と
き

が
来

る
と
考
え

る

と
、
恐
ろ
し

さ
が
身
体
を
か
す
め
て

通
り
過

ぎ
て
行
く
。

交
通
安

全
教
育
に
力
を
注
い
だ
二
年

間
で
あ

る
が
、
そ
の
効
果

が
目

に
み

ぷ
霑
あ
ら
ら

れ
な

い
こ

と
に

い
さ
さ

か
ご
不
安

を
感

じ
て
い

る
。

こ
の
生
徒
た
ち
が
大
人

に
な
っ
た
と

き
に
、
今
の
社
会
と
異
な
っ

た
も
っ

と
明

る
い
社
会

が
で
き
る
こ
と
を
願

っ
て
止

ま
な
い
。

小
さ
い
時

か
ら
こ
の

よ
う
な
習
慣
化

が
大
人
に
な
っ
て

定
着
し
自
転
車
の

（

ン
ド
ル
か
ら
自
動
車

の
（

ン
ド
ル

に
変
っ
た
時
で
も
常
に
心
に
明

る
い

未
来
を
も
ち
、
愛
情
あ
ふ
れ
る
運
転

者
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

九
、
今
後
の
課
題

１
、
中
学
校
で
自
転
車
に
関
す
る
安

。
全
指
導
を
行
う
の
は
そ
れ
な
り
の

意
義

が
あ
る
が
、
今
日

の
時
代

に

対

処
す
る
た
め
に
は
も
っ
と
低
学

年
（

小
学
校
時
代
）

か
ら
系
統
的

緝

続
的

に
行
な
う
必
要
が
あ
る
。

２
、
家

庭
に

於
け
る
自
転
車
の
安

全

指
導
に
つ
い
て
、
父
兄

は
も
っ

と

関
心
を
も
っ
こ
と
が
必
要

で
あ

る

そ

の
た

め
に
は
社
会
教
育
、
学

校

教
育
を
通
し
て
啓
蒙
と
実
践
化

を

計

る
こ

と
が
必
要

で
あ
る
。

３
、
自
転
車
の
安
全
指
導
が
い
っ
で

も
ど
こ
で
で
も
人
命
尊
重
の
意
識

と
安

全
運
転
の
創
造
的
実
践
活
動

に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か

せ

な
が
ら
指
導
を
深
め
る
こ

と
が

大
切
で
あ

る
。

（

参
照
資
料
）

蓬
田

中
学
校
自
転
車
の
乗
り
方

に
関

す
る
安

全
指
導
要
項

以

上
の
通
り
本
村
中
学
校
に
お
い

で
は
指
導
要
項

を
作
成
し
て
努
力
し

で
い
ま
す
の
で
一
般
村
民
に
お
き
ま

し
て
も
自
転
車
通
学

に
対
す

る
認
識

を
あ
ら
た
に
し
通
学
生
徒
の
交
通
事

妝
防
止
に
関
係

者
各
機
関
団
体
学
校

等
一

体
と
な
っ

て
御
協
力
を

お
願
い

申
し
あ
げ
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

蟹
田
地
区
交
通
安

全
協
会

蓬
田
支
部
長
　

山

舘

誠

弘

衍
釜
ａ

亂
維

の
中
に
屯
莎
弖
壜

を
設
け
指
導
部
の
指
導
の
下

に

的
に
活
動
す
る
よ
う
組
織
し
て

一
心

に
・

尚
生
徒
会
安
全
委
員
会
は
毎

月
一
回
定
例
会
を
も
ち
、
年
間

計
両

に
く
ま
れ
て

あ
る
各
種
安

全
に
対
す

る
行
事
自
転
車
教
室
、
自
転
車
の
指

導
、
自
転
車
の
点
検
等

に
関
す

る
事

項
、
計
画
の
企
画
運
営
に
つ
い
て
検

討
し
て

い
る
。
又
指
導

さ
れ
な

が
ら

伸
び
る
自
転
車
の
安
全
指
導
か
ら
、

指
導
し
あ
い
な
が
ら
自
主
的
に
、
生

徒
自
ら
の
手
で
企
画

運
営
を
行

う
よ

う
実

践
活
動
を
進
め
て

い
る
。

四
、
指
導
内
容

１
、
交
通
事
故
の
原
因
分
折

２
－

交

通
安

全
の
指
導
（
歩
行

者
Ｉ

″‘
　む

全
般
）

言

、
自
転
車
の
交
通
安
全
の
指
導

一
五
、
自
転
車
の
安
全
指
導
内
容
分
類

１

、
自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方
指
蓆

’印
道
路
の
左
端

を
一
列
で

通
る

｝㈲
交
差
点

や
曲
り
角
で

は
徐

行
す
る

网

曲
り
角
で

曲
る
時

は
右
折
、
左
折

の
合
図
を
す

る

罔
狭

い
道
路
か
ら
広

い
道
路
へ
出

る

時
の
仕
方
（

一
担
停
車
し
て

左
右

の
安
全
を
確
か
め
て
発
進
す

る
）

團
追
越
し

を
し

な
い

吋一
信
号
で
止

ま
る
時
は
必

ず
正
確
に

停
車
す
る
（

割
込
み
を
し

な
い
）

倒
自
動
車
や
荷
車
に
つ

か
ま
ら
な
い

例
二
人
乗
り
や
片
手
運
転

を
し
な
い

凹

白
い
杖
を
も
つ
た
人

や
老
人
、
幼

児

に
は
道
を
ゆ
ず
る
　
　
　
　
　

一

２

、
雨

の
日

、
雪
の

日
及

び
夜

間
？

学

校

安
全
委
員
会
・

生
徒
会
安
全
委
員
会

企
　
画
　

部

‐
指
　

導
　

部
・

‐
管
　

理
　

部
・

・
広
　

報
　

部

‐
保
　

健
　

部
・

・
企
　

画
　

部

‐
指
　

導
　

邦

・
管
　

理
　

部
・

広
　

報
　

部
・

ｊ
保
　

健
　

邯

組

織
、
渉
外
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

生

徒
指
導

。生
活
指
導

の
安
全

・
校
舎
、
校
庭
、

校
外

・
安
全
だ
よ
り
、
統

計

・
救
護

、
傷

害
事
故
防
止

・
各

種

行

事

の

企

画

実

技
、
法
規
の
指
導

危

険
個
所
の
発
見

通
告

処
理

安

全
だ
よ
り
の
編
集
発
行

―狡
　

亜
、
予
　

防

り

つ

ぱ

な

青

年

た

ち

明

る

く

正

し

い

選

挙

に

巡
　
回
　

パ
　
レ
　
ー
　
ド

こ
の
統

一
地
方
選
挙
に
さ
い
し
蓬

田
村
青
年
団
体
連
絡
協
議
会
（

会
長

高
田
万
）

は
、
蓬

田
村
明

る
く
正
し

い
選
挙
推
進
協
議
会
（
会
長
　

森

光

秀
）
の
委
託
を
受
け
又
蟹
田
警

察
署

一
の
許
可
を
得
て
去
る
四
月
二
十
一
日

の
告
示

と
同

時
に
「
明

る
く
正
し
い

選
挙
」

の
巡
回

パ
レ
ー
ド

を
行

な
い

ま
し

た
。
堂

々
と
ま

か
り
通

る
選
挙

違
反

を
な
く
す

る
た
め
で
す
。

と
く
に
戸
別
訪
問

や
買
収
き
よ
う
応

は
、
地
方
選
挙
は
ど
多
い
事
が
予
想

さ
れ
こ
れ
で
は
当
選
し
て
も
清
い
政

治
が
で
き
ぬ
の
で
は
な
い
か
と
？

そ
こ
で
青
年
団
体
協
議
会
で
は
選

管
と
話
し
合
い
選
挙
中
「
飲
む
な
、

貰
弓
な
、
迷
う
な
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
全
村
民
に
呼
び
か
け
バ
イ
ク
と
自

動
車
に
拡
声
器
を
つ
け
て
巡
回

パ
レ

ー
ド
を
行
い
啓
蒙
運
動
を
実
施
し
相

・
当
の
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。

。
し
か
し
、
そ
の
努
力
に
も
か
か
わ

。

、
げ
で

は
尚
違
反

が
さ
れ
て
ぃ

ま
こ
と
に
残

念
な
こ
と
で
す

一
ぷ

誚

会

ｙ

左

丿

荅

に
み
ん
な
が
自
覚
し
、
違
反
の
な
い

明
る
い
正
し

い
選
挙
を
や
っ
て

い
た

だ
き

た
い
こ
と
で
す

。

青
年
団
体

で
は
、
こ
ん
ご
も
反
省

会
、
座

談
会

な
ど
を
開

き
啓
蒙
運
動

な
ど

を
お
し
進

め
、
明

る
く
正
し
い

選
挙

を
呼
び
か
け

る
こ

と
に
し
て
い

ま

す
。

昭和42年度 蓬田村社会教育事業計画書 蓬田村社会教育委員会

事　　　　 業　　　　 名 期　　　　 日 場　　　　　 所 対　　　 象 ヽ 内　　 容　　 及　　 び　　 方　　 法

社　 会　 教　 育　 委　 員　 会
（ 兼 公 民 舘 運 営 審 議 会 ）

年　　６　　回 役　　　　　 場 社　 教　 委　 員 社 会 教 育 の 具 体 的 推 進 方
法

公 民 舘 施 設 早 期 完 備 促 進

家　 庭　教　育　学　級　開　設 ４月 ～ ３月 小学校、部落公民舘 父 親　 母 親 具体的諸問題　共通した問題点の提起　教材による話し合い学習等

家 庭 教 育 学 級 研 究 集 会 １月ＯＲ２月 蓬　 田　中　学　校 学　　 級　　 生 事 例 発 表　　 分 科 会　　 講 評

子 ど も 会 結 成 協 議 会 ６月 ～ ９月 未　結　成　部　落 各機関　　 各関係 PTA　 婦人団体　青年団体　公民舘　児童委員

よ　い　陜　画　を　見　る　会 適　　　　 時 小　 中　 学　 校 児　童　　生　 徒 児童　生徒のためのよい映画の巡回映写

成　人　教　養　講　 座　開　設 ２｀　　　 回 ｀ 蓬　田　中　学　校 一　 般　 成　 人 ’時 事 問 題 ・ 世 界 や 勢 ’経 済 の 働 向　 ‥　　 ’ 二 や今

婦 人 教 養 講 座 開 設 ２　　　　　回 同　　　　 上 婦　　　　　　 人 栄養料理 廝生知識　 電化製品の知識　レクリェ ーツョ ン　　　　ﾆ 忿 し

読 書 グ ル ー プ 育 成 協 議 会 １　　　　　回 役　　　　　 場 各　 関　 係　 者 読書カ レープ作り　読書の普及方法　在庫図書の利用方法

全 村 美 化 運 動 デ ー 毎月第１日曜 全　　　　　 村 全　　 村　　 民 清掃 環境整備 花いっぱい運動の展開

郷 土 史 編 さ ん 委 員 会 役　　　　　 場 各　　 委　　 員 村 史 の 完 成 発 行

子供 会 リ ー ダ ー養 成 研 修 会 ８　　　　 月 蓬　 田　小　学　校 児 童　 生 徒 講義　実技指導　 レクリエーション　野外活動

村　 民　 体　 育　 大　 会 ７　　　　 月 蓬　 田　中　学　校 一　 般　 村　 民 レクリェーシヨソを主軸として実施

村　 民　 野　　球　 大　　会 ８　　　　 月 同　　　　　 上 同　　　　 上

囲　 碁　 将　 ギ　 大　 会 １　　　　 月 正　　　 法　　　 院 一　 般　 村　 民

夏
の
味
覚

レ
モ
ン
プ
デ
ィ
ン
グ

の
　
作
　
り
　
方

材
料
　

粉

ゼ
ラ
チ
ソ
７
ｙ

入
り

の
も

の
２
袋
　

玉
子
３
コ
　

レ
モ
ン
２
コ

牛
乳
一
本
半
（
５

人
前
）

作
り
方
　
Ｉ

レ
モ
ソ
を
Ｉ

コ
、
丸

の

ま
ま
全
部
ぐ

る
っ
と
皮
を
す
り
お
ろ

し
、
汁

も
す
っ
か
り
し

ぼ
り
ま
す
。

２

ゼ
ラ
チ
ン
に
水
を
カ
ッ
プ
插
杯
入

れ
て

全
体
に
し
め
ら
せ
て
、
そ
こ

へ

砂
糖

カ
ッ
プ
晉
杯

、
塩
一

つ
ま
み
、

熱
湯

を
カ
ッ

プ
一
杯

半
入
れ
ま
す
。

手
早
く
か
た
ま
り

が
な
く
な

る
ま
で

か
き

ま
ぜ
て

と
か
し
ま
す
。

ゼ
ラ
チ
ン

が
と
け
て
透
き
と

お
っ
て

き
た
ら
、

レ
モ

ン
の
汁

と
皮

を
入
れ

ま
す

。
氷

水
を
用
意
し
、
こ
の
中

に

ポ
ー
ル
ご
と
っ
け
、
ま

ぜ
な
が
ら

冷

や
し

ま
す
。

す
く

っ
て

見
て
、

ヘ
ラ
の

上
に
ち
よ

っ
と
の
る
く
ら
い
の
固

さ
に
な
っ

た

’ら
、
氷
水
か
ら
出
し

て
お
き

ま
す

。

３
玉
子
の
白
身
だ
け
を
ポ

ー
ル
に
と

り
泡
立
器
で
立
つ
く
ら
い
ま
で
泡
立

て
ま
す
。
こ
こ
へ
砂
糖
を
カ
ッ
プ
插

杯
入
れ
も
う
一
度
よ
く
泡
立
て
ま
す

４
白
身
を

氷
水
で
冷
や
し
ま
す

こ
こ

ヘ
ゼ
ラ
チ
ソ
を
少
し
ず
つ
入
れ

て

は
上
下
に
ま
ぜ
、
入
れ
て
は
ま

ぜ

し

て
ゆ
き

ま
す
合
せ
方

が
わ

る
い
と

か
た
ま
っ
む

と
き
、
白
身

と
わ

か
れ

わ
か
れ
に
な
り
ま
す

５

型
に
入
れ
ま
す
。
大
き

め
の

ゼ
リ

ー
型
で
５

コ
で
き

ま
す
。
上

に
ポ
リ

エ
チ

レ
ン
か
何
か
で
フ

タ
を
し
て
、

手
早
く
冷
蔵
庫
に
入
れ

ま
す

２
時
間
く
ら

い
で

か
た
ま
り
ま
す

。

製
氷
室
で
は
凍
っ

て
し
ま
５

か
ら
い

け
ま
せ
ん
。
表
面

を
指
先
で
押
し
て

弾
力
が
で
て

く
れ
ば
、
か
た
ま
っ
て

い
ま
す
。
か
た
ま
っ
た
ら
、
型
か
ら

は
が
す
よ
う
に
フ
チ
を
押

し
て
か
ら

水
に
ち
よ
っ
と
っ
け
、
逆

に
し
て
器

に
あ
け
ま
す
。
ソ

ー
ス
を
む
っ
ぷ
り

か
け
て

い
た
だ
き
ま
す

６
ソ

ー
ス
は
玉
子

の
黄
身
を
厚
手
の

ナ
ベ
に
と
り
、
砂
糖
を
大
サ
ジ
軽
く

３
杯

と
塩
一
つ

ま
み
入
れ
よ
く
ま

ぜ

ま
す

。
牛
乳
は
ち
よ
っ

と
あ

た
た

め

る
く
ら
い
に
し
て

お
き
、
玉
子
の
中

に
少

し
ず
つ
、

ま
ぜ
な

が
ら

入
れ
て

ゆ
き

ま
す
。

二
重

ナ
ベ
に
し
て
湯
せ
ん
し

な
が
ら

ソ
ー
ス
を
だ
ん
だ

ん
煮
っ

め
ま
す
。

火

が
強
い
と
ダ
マ
に

な
り
ま
す

か
ら

気
を
つ
け

ま
す
。

た
え

ず
か
き

ま
わ

し
て
十
二
、
三

分
も
煮

る
と
、

ソ
ー

ス
に
卜

″
ミ
が
で
て
き

ま
す

か
ら
、

火
か
ら
お
ろ
し

ま
す

。
こ
こ
へ
す

り

お
ろ
し
た
レ
モ
ン
の
皮
Ｉ

コ
分

を
入

れ
て
、

香
り
を
つ
け

、
か
き

ま
せ

な

が
ら
氷
水
で
冷

や
し
ま
す
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世

界

の
願

い

交

通

安
全

村
民
の
総
力
を
結
集
し
て

事
故
絶
滅
に
御
協
力
を

昨

年

六

月

二

十

六

日

に

交

通

安

全

塔

を

玉

松

海

水

浴

場

に

交

通

安

全

運

動

の

指

標

シ

ン

ボ

ル

と

し

て

建

立

し

そ

の

入

魂

式

及

び

交

通

事

故

犠

牲

者

「
慰

霊

法

要

並

び

に

村

ぐ

る

み

交

通

安

一

党
’ｆ
頭

身

苟

隹

し

茗

汾

’ヽｒ
・
尼`
！

。こ

参
・

・
　
　

し

た

が
ヽ

今

年

も

雲

が

き

ぇ

新

迎

え

交

通

量

が

増

加

し

て

き

ま

の

で

全

村

民

の

総

力

を

結

集

し

ぶ

心

故

絶

滅

に

御

協

力

を

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

Ｒ

　
･
昭

和

四

十

二

年

の

交

通

安

全

の

一
　

」
重

点

目

標

は

｛
三

第
一

に

「

歩

行

者

の

交

通

事

故

防

一
止

」

と

定

め

こ

の

具

体

的

な

方

策

と

じ

て

は

交

通

安

全

活

動

の

強

化

で

あ

‘り

ま

す
ｏ

一
　

町

斑

の

交

通

事

故

を

防

止

し

ｔ

ゆ

が

に

は

、

ひ

と

り

警

察

夕

交

通

安

令

協

会

の

活

動

だ

け

で

は

不

充

分

で

、

政

府

、

県

、

市

町

村

そ

の

他

の

交

通

関

孫

団

体

は

も

ち

ろ

ん

、

運

転

者

、

歩

行

者

の

す

べ

て

が

一

体

と

な

つ

て

ご
い

か

な

け

れ

ば

と

う

て

い

成

果

は

匐

杤

で

き

ま

せ

ん

。

气

ど

の

為

、

ま

ず

市

町

村

自

体

の

安

］全

活

動

が
活

発

に

行

わ

れ

る

よ

う

に

巍

ぐ

要

請

す

る

も

の

で

あ

り

ま

す

。

コ

地

域

住

民

の

交

通

安

全

の

責

任

は

‐‐
ｊ

．一
市

町

村

に

あ

り

ま

す

。

‐‐

い
そ

こ

で

昨

年

十

二

月

県

で

は

交

通

¨安

全

対

策

室

を

設

置

し

、

本

格

的

な

澂

岸

組

み

を

す

る

事

に

な

り

ま

し

た

の゙

で

今

年

は

各

市

町

村

に

も

交

通

担

当

の

課

（

係

長

）

や

交

通

安

全

対

策

協

瀛

会

を

設

立

し

て

こ

の

審

議

を

中

心

笳

「

村

ぐ

る

み

」
　
「

部

落

会

ぐ

る

み

」
　
「

職

場

ぐ

る

み

」

の

活

動

を

盛

り

あ

げ

、

そ

う

し

て

広

報

宣

伝

を

通

。し

て

一

般

住

民

に

交

通

ル

ー

ル

を

ピ

ー

ア

ー

ル

し

て

事

故

絶

滅

を

期

し

た

い

と

念

願

い

た

し

ま

す

。

そ

こ

で

当

交

通

安

全

協

会

支

部

と

无

ま

し

て

は

安

全

活

動

に

つ

い

て

も

一
従

来

以

上

に

助

言

協

力

を

強

め

て

七

一
く

と

と

も

に

、

学

校

お

よ

び

家

庭

に

一
対

す

る

安

全

教

育

を

さ

ら

に

進

め

て

ゆ

き

た

い

所

存

で

あ

り

、

と

く

に

従

来

と

か

く

安

全

教

育

の

盲

点

と

な

り

が

ち

で

あ

る

幼

児

と

老

人

も

含

め

て

各

家

庭

の

一

人

ひ

と

り
　

歩

行

者

ご

し

て

の

正

し

い

交

通

ル

ー

ル

を

身

に

こ
れ
を
実
行
し

て
い
た
だ
く

£
指
導
と
教
育
に
努
力
し
て
い

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

二
は
「
新
入
学
児
童
生
徒
並
び

っ

い

に

保
育
所
乳

幼
児
の
エ
父
通
事
故

町
£

」

で
ゐ
り
子
供

を
り

りヽ
に

封
頂

指
導

や
交
通
安
全
教
室
の
開
催

並
に

実
地
指

導
を
通
し
て
正
し

い
交
通

ル

ー

ル
を
大
人

は
勿
論

の
こ

と
子
供

に

も
認

識
さ
せ
る
た
め
各
関
係
機
関

、
一

団
体
ヽ

学
校
ヽ

保
育
所
等

が
一
体

と
・

な
っ
て
子
供
達

を
悲

惨
な
交
通

事
故

か
ら
守
る
こ
と
を
目

的
に
四

月
中
は

街
頭
に
お
け

る
指
導

誘
導
の
強
化

を

は
か

る
と
同
時
に
警
察
当
局
は
交
通

暴
力
追
放
の
指

導
取
締
り
の
強
化
を

す

る
方
策
で
そ
の
重
点
事
項
は
次
の

通
力
で
あ
り
ま
す
。

１
、
歩
行
者
保
護
義

務
違

反

２
、
見
と
お
し

の
悪

い
交
差
点
に
お

け

る
徐

行
違

反
、
ス

ピ
ー
ド
違
反

３
、
信
号
無
視

、
駐

車
違
反

４

、
通
行
の
禁
止
、
制
限
違
反

５

、
道
路
に
お
け
る
禁
止

行
為
違

反
６
、
一
時
停
止
違

反

第
三
は
「
道
路
環
境
の
整
備
促
進
」

で
あ
り
ま
す

が
、
本
村
内

に
は
未
だ

歩
道

と
車
道
の
区
別

が
な
い
道
路
、

・
街
路

照
明
の
な
い
道
路
、
横
断
歩
道

僞
廁
示

さ
昨
て
い
な
い
交
差
点

、
防

護
さ
く
そ

の
他
安
全
施
設

が
不
備
で

こ
れ
が
交
通
事
故
の
間
接
原
因

と
も

な
っ

て
お
り
ま
す
。

し

た
が
い
ま
し
て
こ

れ
ら
の
問
題

を
解
決
す
る
に
は
早
急

に
交
通
対
策

協
議
会
を
設
置

し
所
要
個
所
に
は
横

断
灯
の
設
置
等
交
通

事
故
多
発
個
所

に
重
点
を
お
い
て
道

路
の
改
良
、
安

全
施
設
を
整
備
さ
れ
る
よ
う
関
係

方
一

面
に
強
く
要
請
或
は
陳
情
し
て
遑
瞿

制
限
等
交
通
規

則
を
さ
ら
に
合
理
的
一

に
改
善
を
は
か
る
べ
く
張
調
す

る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

第
四
に
は
「
運
転
者
は
交
通
規
則

を

遵
守
し
て
運
転
に
っ
と
め
る
事
」
所

謂
車
を
運
転
す
る
事
は
歩
い
た
り
、

自
転
車
よ
り
も
早
く
目
的
地

に
到
着

す
る
事
と
又

荷
物
そ
の
他
を
機
動
力

を
も

っ
て

早

く

運

搬
す

る
事

に
あ

る

の
で

あ

る

が

た

だ

早
く

到

着

す

る

の

で

は
決

し

て

運

転

者

と
し

て

の
資

格

が

な

い
と
思

い

ま

す
。

そ

こ
で

運

転

者

は
正

し

く

交

通

規
則

を

守

り

つ

つ

運
転

す

る

の

が
そ

の
義

務

で

あ

り

ま

す

。

し

た

が
い

ま

し

て

次

の
点

に

充

分

注

意

し

て

運

転

し

本

年

度

は

事

故

皆

無

に
御

協

力

願

い
ま

す

。
　
　
　
　

一

一
１
ヽ

酒

酔

い
運

転

は

し

な

い

２

．

ス

ピ

ー

ド
違

反

は

し

な

い

３
・

信

号

無
視

、
一

時

停

止

違

反

は

し

な

い

・
４
ヽ

無

理

な
追

越

は

し

な

い
　
　
　

・

５

、

駐

車
違

反

、

徐

行

違

反

は

し

な

い

６

、
車

輔
運
転
者
の
歩
行
者
保
護
違

反

は
し

な
い

７

、
運
転

者
皆

ん
な

が
交
通
暴
力
追

放

に
っ

と
め
る

右
の
点

に
注
意
し
て
運
転
す
る
事
に

よ
っ
て
交
通
指
導
取
締
り

が
強
化
さ

れ
て
も
違
反
者
は
皆
無

と
存
じ
ま
す

以
上

、
本
年
の
交
通
警
察
の
方
針

と
交
通

安
全
協
会
と
し
て
の
考
へ
方

を
述
べ
ま
し

た
が
、
本
村

か
ら
悲
惨

な
交
通
事
故

を
一
件
で
も
少
な
く
し

て
ゆ
く

た
め
に
。
村
民
の
皆
様
の
充

分
な

ご
理
解

と
ご
協

力
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し

あ
げ
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

蟹
田
地
区
交

通
安
全
協
会

蓬
　
　

田
　
　

支
　
　

部

年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
普
及
で

交
通
事
故
を
防
止
し
よ
う

１
、
上
げ
た
手
に
　
徐
行

と
停
車
を

プ
レ

ゼ
ン
ト
　
ロ
‥‥

２
、
あ
の

世
ゆ
き
　

酒

が
運
転
す
る

車
　
Ｍ

３
、
す

れ
ち
が
う
　

あ
い
さ
つ

が
わ

り
に

減
光

を
　
‥‥‥

４
、
車
の

か
げ
に
車
あ

り
　
よ
く
見

て
渡

ろ
５
横
断
歩

道
　
卩
‥

５
．

お
母

さ
ん
　
汐
・

可
愛

い
我

が

子

は
内
側

に
　
Ｈ

６
、

ち
よ
つ
と
待
て
　

右

と
左
を

も
う
一

度
　
‥‥一

７

、
右

側

を
　

よ

い
子

は

行

き

ま

す

帰

り

ま
す
　

‥
‥
‥
　
　
　
　
　
　

一

８
・．
手

を

あ

げ

て
　

ボ

ク
も

わ

た

し

も
正

し

い
横

断
　

卩
‥

９

‘．
お

ち

つ

い

て
　

わ

れ

る

良

い
子

に

事

故

は

な

い
　

‥‥
‥

一
……こ

家

庭

婦
人

は
　

教

育

マ

マ

と
も

な

り
　

交

通

安

全

マ

マ

と
も

な

ら

う
　

‥口
‥

蜃
田
地
ヌ
ー交
通
安
全
協

会

蓬
　
　

田
　
　

支
　
　

部

Ｎ

Ｈ

Ｋ

だ

よ

り

テ
レ
ビ
共
同
受
信
施
設

の
お
し
ら
せ

テ

レ
ビ
の
良
く
見
え

な
い

山
間
茄

な
ど
の
地
域
で

は
、
山
の
上
に
ア
ン

テ
ナ
を
建
て

、
こ

れ
で
受
信
し

た
電

波
を
有

線
で
部
落
ま
で
引
き
込

ん
だ

う
え

、
こ

れ
を
各
家
庭
に
分
配
し
て

見

る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
施

設
を
テ
レ

ビ
共
同

受
信
施
設

と
言
っ
て

お
り
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で

は
加
入
者

が
二
〇
世
帯
以

上
の
組
合
で

作
ら
れ

る
共
同
受
信
施

設
で
、
し

か
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
定

め
た
基

準

に
合
っ

た
設
施
を
つ
く

る
場

合
、

機
材
費
の
一
部

と
し
て
従
来

か
ら
助

成
金
を
出
し

て
お
り
ま
す
。

今
年
は
助
成
の
申
し
込

み
を
い
っ

一
で
も
受
け
付

け
る
こ

と
に
し
ま
し
か

の
で
ご
希
望
の
方
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
へ

ご
相

談
く
だ
さ
い
。

雑
音
で
消
す
な
楽
し
い

番
組
を

月
は
雑
音
一
掃
月
間
で
す
Ｉ

で
は
、
テ

レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
に

が
入
っ
て

お
困
り
で
は
な
い
で

土こ
の
よ
う
な
と
き
は
、
宿
吾
防
止
協
一

議
会
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
、
電
力
会
社
、
ラ
ジ
。

オ
店

、
郵
便
局
へ
お
申
出
く
だ
さ
い

・
係
員

が
う
か

が
っ
て
、
防
止
措
置
を

い
た
し

ま
す

。

自
動
車
、
バ
イ
ク
を

お
持
ち
の
方
へ

み

ん
な
の

た
め
に
、
自
動
車

、
バ

イ
ク
か
ら
出

る
雑
音

を
防
止
し
ま
し

あ
な
た
の
車
に

は
、
雑

音
防
止
器

が

つ

い
て
い
ま
す

か
？

点
火

プ
ラ

グ
か
ら
出
る
火
花

が
、
テ

レ
ビ
、
Ｆ
Ｍ

受
信
機
に
雑
音
電
波
と

な
っ
て

妨
害
を
与
え
ま
す
。

街
音
防
止
器
は
簡
単
に
と
り
っ
け
ら

れ
ま
す
。

整
備
工
場
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
電
力
会
社
へ

お
申
出
く
だ
さ
い
。

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の

豆
知
識

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ

に
は
こ
ん
な
注
意
を

Ｉ
フ
ン

ジ
ス

タ
ー

フ
ジ
オ
の
電
池

・
の
猖
費
量
は

ヽ
音
の
大
き
！

に
左
右

さ
れ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す

か
。

大
き
な
昔
で
聞

く
ほ
ど
電
池

は
長

も

う
し
ま
せ
ん
。

ま
応
、

き
の
う
ま
で
ょ
く
聞
こ
え
て

い
た
ト
ラ

ン
ジ
ス

タ
よ

フ
ジ
オ
が
、

ど
り
も
し
な
い
の
に
き
ょ

う
は

全
く

聞
こ
え

な
い
と
い
う
経
験
を

お
持
ち

の
か
た
も
い
ら
っ
し
や

る
で
し
ょ
う

こ
ん
な
と
き
は
、
ほ

と
ん
ど

の
場
合

前
の
日
に
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
忘
れ
て

し
ま
っ

て
い
ま
す

。

音
を
し

ぼ
っ
た
か
ら
と
思
っ
て
安

心

し
て
ぃ
て
も
、
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
忘

れ
て

い
る
と
、
ラ

ジ
オ
は
夜
中
じ
ゆ

う
働
き
っ
ぱ
な
し
で
電
池
を
消

耗
す

る
の
で
す
。

こ
れ
で
は
電
池
も
た
ま
り
ま
せ
ん
。

聞
か
な
く
な
っ

た
ら
忘
れ
ず
に
ス
イ

ッ
チ
を
切

る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う

そ
れ
か
ら
ト
ラ
ソ

ジ
ス
タ
ー
ラ

ジ

オ
は
、
長
い
間
聞

き
っ
ぱ
な
し

に
す

る
よ
り
も
、
時

々
休
め
て
聞

い
た
方

が
電
池
が
長
も
ち
し
て

お
溽

で
す

。、

ま
た
、
ラ
ジ
オ
を
長
く

使
わ
な
い

と
き
に
は
、
電
池
を
抜
い
て
お
き
ま

し
よ
う
。

一
本
の
ア
ン
テ
ナ
で

テ
レ
ビ
と
Ｆ
Ｍ
が

楽
し
め
ま
す

普
通
テ
レ

ビ
を
見

る
た
め
に
は
テ

レ
ビ
ア
ソ
テ
ナ
が
、
ま
た
Ｆ
Ｍ

ラ
ジ

オ
を
聴
く
た
め
に
は
Ｆ
Ｍ

ア
ン
テ
ナ

が
必
要
で
す
。

つ
ま
り
、
二
本

の
ア
ソ
テ

ナ
が
必
要

で

す

。

し

か

し

Ｆ
Ｍ

テ

レ

ビ
共
用

ア
ｙ

テ

ナ

と
分

配

器
（

ア

ン

テ
ナ

か

ら

の

電

波

一
を

Ｆ
Ｍ

と

Ｉア

レ
ビ

に
分

け

る
も

の

で

四

〇

〇

円

程

度
）

を

使
え

ば

ア

ン
テ

ナ

が
一

本

で

済

む

の
で

便

利

で

す

。

つ
ゆ
に
そ
な
え
て
テ
レ

ビ
の
手
入
れ

つ
ゆ
に
は
い
つ
て
か
ら
急
に
テ
レ

ビ
の
う
つ
り
が
悪

く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

ア
ン
テ

ナ
や
フ
ィ

ー
ダ
ー
が
古
く

な
っ
て

い
る
と
、
兩

が
降
っ

た
と
き

電
波
を
弓
ま
く
と
ら
え

る
こ

と
が
で

き
ず
、
テ
レ

ビ
の
う
っ
り

が
惡

く
な

る
の
で
す
。

つ
ゆ

に
は
い
る
前

に
古
く

な
っ
た

ア
ン
テ

ナ
や
フ
ィ

ー
ダ
ー
は
取

り
か

え
て

お
き
も
し
よ
う
。

ま
た
テ

レ
ビ
の
部
品
は
湿
気

に
弱

い
の
で
す
。

と
く
に
部
品
に
ほ
こ
り

が
た
ま
っ
て

い

る
と
、
湿
気
を
帯
び
た
ほ
こ

り
を

通
し
て
電
気
が
洸

れ
、
故
障
を
起
こ

し
や
す
い
の
で
す

。

つ
ゆ
に
入
る
前
に
テ
レ

ビ
の
内

部

を
掃
除
し
て

お
き

ま
し

よ
う

。

テ

レ
ビ
を
屋
外

に
出
し
、
裏
ぶ

た

を
あ
け
、

ホ
ー
ス
を
電

気
掃
除
噐
の

吹
出
口

に
つ
な
い
で

ほ
こ

り
を
吹
き

飛
ば
す
の
が
一
番

良
い
の
で
す
が
、

そ
れ
が
で

き
な
い
場
合
、
使

い
ふ
る

し
た
筆
を
よ
く
ほ
ぐ
し

、
そ

つ
と
ほ

こ
り
を
取

り
除
き
ま
し

よ
う
。

国
民

年

金
の

未
加
入
者
に
告
ぐ

国

民

年

金

加
入

へ

の
呼

び

か
け

は

昭

和
三

十

五

年

、
国

民

年

金

加

入

手
一

続

き

開

始

と

と

も

に
始

め

ら

れ

ま

し
・

た
。そ

し

て

、

制

度

が
実

施

さ
れ

て

。

今
年

で

、

七

年

目

に

は

い

り

ま

し

た

未

加

入

者
全

員

に

納

得

し

た

り

え

で

、

気

持

よ
く

加

入

し

て

い

た

だ
く

た

め

に
、

ま

た
、

そ

ろ
っ

て

年

金
を

受

け
て

い

た

だ
く

た

め

に
、

こ

れ

か

ら

も
繰

り

返
し

呼

び

か
け

ら

れ

て

い

き

ま

す

。
当

然

加
入

し

な

け
れ

ば

な

一
ら

な

い

の

に
、

い

ま
だ

に

加
入

し

て

い
な

い
人

は

。

な

ぜ

残
っ

て

い

る

の

で

し

ょ

う

か

。

手

続

き

が

め

ん
ど

う

な

の

で

も

な

く

未

加

入

者

全
員

が
、

保

険

料

を

納

め

る
こ

と

が
で

き

な

い

か

ら

で

も

な

い
で

し

ょ

う

。

（

保

険

料

を
納

め

る

こ

と

が
で

き

な

い

と
き

は

。
免

除

の

方

法

屯

あ

り

ま

す

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

潸
然

の

こ

と
で

す

が

加

入

の

免

除

と

い
５

こ

と

は

絶

対

に

あ

り

え

ず

保

険

料

納

付

の

免

除

の

こ

と

で

す
）

年

金

と

い
う

も

の

が
。

逍

い

将

来

の

こ

と

を

考
え

ら

れ
が

ち

で

、

今

か

ら

そ

の
準

備

を
し

ょ

う

と

い
う

気

持

に

欠
け

て

い

る

か
ら

で

は

な

い
で

し

ょ

う

か

。

最

近

の

よ

う

に
、

何
十

秒
間

に

一

件

と

い
う

割

り
で

交

通

事

故

が

起
っ

て

い

て

は

、

障

害

者

、
母

子

家

庭

に

な

る
こ

と

も
決

し
て

他

人

事
で

は

な

く

、

必

ず
し

も

遠

い
将

未

の
問

題

と

い
え

な
く

な
っ

て

お

り

ま
す

。

将
来
の
し

あ
わ
せ
を
願
う
権
利
が

あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
を
守
る
義

務
も

あ
り
ま
す
。

老
齢
年
金

が
将
釆
の
し
あ

わ
せ
に

つ
な

が
る
な
ら
、
で
き
て

い
る
制
度

に
加
入
し

、
保
険
料
を
納
め
る
こ

と

は
当

然
の
義

務
で
す
。

権
利

を
主
張
す

る
だ
け
で

な
く

、

義

務
を
杲
し
て

こ
そ
本
当
の
し

あ
わ

せ
を
自
分

の
手

に
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で

は
な
い
了

し
よ
う
か
。

こ

こ
に
、
も
り

老
齢
年
金
か
ら
汳

り
残

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
人
が
お

り
ま
す
。
昭
和
六
年
七
月
一
日
以

前

に
ま
生
れ
た
方
た
ち
で
す
。
こ
の
方

た
ち
は
、
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
、

加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
ま
せ
ん
と

そ
の
後
、
加
入
し
て
も
、
老
齢
年
金

を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
。

自
分
の
し
あ
わ
て
？
自
分
で
逃
が
す

こ

と
に
な
り
ま
す
。・

昭
和
六
年
七
が

一
日
以
後
に
生
ま

れ
方
た
も
油
断
し
て
お
ら
れ
ま
せ
ん

三
ヵ
月

ご
と
に
（

た
と
え
ば
、

七
月

二
日
か
ら
十
月
一
日

ま
で
に
生
ま
れ

た
人

は
十
一
月
一
に

、
十
月
二
日
か

ら
一
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
は

二
月
一
日

…
…

）
時
効

が
来
て
老
齢

年
金
か
ら
取

り
残
さ
れ
て

い
き
ま
す

と
く
に
、
昭
和
七
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方
は
今
年
度

が
最
後

の
チ
ャ
ン
ス
で

す
″

隣
近

所
、
知
人
に
こ
う

い
う
方

が

お
り
ま
し
た
ら
配

す
ぐ
匐
入
の
手
続

き
を
す
る
よ
う
お
ず
す
め
く
だ

さ
い

Ｊ

民
三
参

牛
｛

係

犬
の
放
し
飼
い
は

や

め

ま

し

よ

う

一
、
飼
い
犬
は
、
つ
な
い
で

お
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

二
、
犬
の
ひ
き
運
動
は
、
人
の
少
な

い
場
所
、

と
き
を
え
ら
ん
行
い

な
い
、
大

ご
み
の
中
に
は
い
る

こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

三
、
毎
年
一
回
登
録
を
し
て
、
鑑
札

を
犬

に
つ
け
て

お
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ

ん
。

四

、
毎

年
二
回
（

春
、
秋
）
狂
犬
病

予
防

注
射

を
犬
に
受
け
さ
せ
て

注

射
済
票

を
犬
に
つ
け
て

お
か

な
け

れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

五
、
飼
い
犬

が
大

を
か
ん
だ
と
き
は

す
ぐ

保
健
所
（

役
場
）
へ

と
ど

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Ｏ
　

違
反
者
は
、
狂
犬
病
予
防
法

あ

る
い
は
青
森
県
飼
い
犬
取

締
条
例

に
よ
り
、
罰
金
刑

を
受
け
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
　
　
　

。

厚
　
　

生
　
　

係

国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
に
つ
い
て

昭
和
四
十
二
年
四
、
五
、
六
月
分

は
、
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
必
ら
ず

納
め
ま
し
よ
う
。

民
　
　
　

生
　
　

係

戦

没

者

の

遺

族

に

特

別

弔

慰

金

支

給

の

お

知

ら

せ

特
別
弔
慰
金
に
つ
い
て
は
、
役

場

・で
該
当
者
を
調
査
し
、
事
務
を
進

め

て

い
ま
す

が
、
も
し
調
査
洩
れ
が
あ

り
ま
し

た
ら
、
早
目
に
役
場
民
生
係

へ
申
し
出
て
下

さ
い
。

支

給
の
対
象
と
な

る
主
な
遺
族
は

次
の
と

お
り
で
す
。

倒
　
遺
族
援
護
法
の
弔
慰
金
（

五
万

円
、
三
万
円
等
）

を
受

け
れ
遺

族
で

昭

和
四
〇
年
四

月
一
日

現
在

、
公

務

扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け

る
、

遺
族
が
い
な
い
場
合

㈲
　
遺
族
援
護
法
の
弔
慰
金
を
受
け

た
遺
族
が
死
亡
等
の
場
合
に
は
。
弔

慰
金
を
受
け
な
か
っ
た
遺
族
で
、
戦

没
者
の
子
、
父
母
。
孫
、
租
父
母
。

兄
弟
姉
妹
の
順
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

但
し
、
前
記
倒
の
よ
う
に
昭
和
四
〇

年
四
月
一
日
現
在
、
公
務
扶
助
料
や

遺
族
年
金
等
を
受
け
る
遺
族
が
い
る

場
合
は
除
か
れ
ま
す
。

圓
　
支
給
金
額
三
万
円
（
国
債
）

○
　
く
わ
し
い
こ
と
は
役
場
民
生
係

へ
お
尋
ね
下
さ
い
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